
会社の理不尽に立ち向かい、組織強化・拡大を勝ち取ろう！
４地本定期大会が成功裡に終了

新
幹
線
地
本
は
７
月
１

日
、
目
黒
さ
つ
き
会
館
で
第

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

18し
た
。
森
谷
副
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
団

に
内
村
（
東
京
第
二
運
輸
所

分
会
）
、
金
子
（
東
京
車
両

所
分
会
）
両
代
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

成
田
委
員
長
は
「
報
復
処

分
撤
回
裁
判
の
証
人
尋
問
が

今
月

と

日
に
行
わ
れ

11

13

る
。
東
京
地
区
分
会
の
山
本

さ
ん
が
６
月

日
に
労
働
審

29

判
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

今
大
会
は
、
こ
の
闘
い
の
勝

利
に
向
け
た
総
決
起
の
場
と

し
て
の
意
味
が
あ
る
。
職
場

で
は
、
一
方
的
休
日
出
勤
が

続
き
、
年
休
が
入
ら
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。
流
さ
れ

た
の
は
年
休
だ
け
で
は
な

く
、
労
働
者
の
権
利
が
流
さ

れ
た
。
大
飯
原
発
再
稼
働
を

め
ぐ
り
、
首
相
官
邸
前
で
は

万
人
が
結
集
し
た
が
、
労

15働
組
合
の
存
在
が
問
わ
れ

た
。
国
鉄
改
革

年
は
組
織

25

破
壊
攻
撃
の

年
で
あ
る
。

25

Ｊ
Ｒ
総
連
一
丸
と
な
っ
て
攻

撃
に
立
ち
向
か
お
う
。
そ
し

て
、
組
織
拡
大
を
実
現
し
よ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
本
部
淵

上
委
員
長
、
名
古
屋
地
本
吉

田
執
行
委
員
、
新
幹
線
関
西

地
本
康
乗
副
委
員
長
、
長
島

弁
護
士
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー

石
川
営
業
部
長
、
地
本
Ｏ
Ｂ

会
伊
藤
会
長
か
ら
、
共
に
闘

う
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。主

な
発
言
は
「
８
名
も
の

組
合
員
が
年
休
が
入
ら
ず
流

し
た
。
一
方
的
休
日
出
勤
も

続
き
、
職
場
か
ら
闘
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
報

復
処
分
撤
回
裁
判
、
労
働
審

判
の
闘
い
を
職
場
か
ら
闘
っ

て
い
く
」
「
環
流
者
と
の
交

流
会
を
行
っ
て
き
た
が
、
反

省
点
も
あ
っ
た
」
「
検
修
効

率
化
の
攻
撃
と
し
て
若
年
出

向
が
や
ら
れ
て
き
た
」
「
管

理
者
が
手
歯
止
め
折
損
事
故

を
発
生
さ
せ
た
が
、
組
織
的

に
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
」
「
高

齢
法
の
要
請
行
動
な
ど

歳
60

以
降
の
雇
用
を
守
る
闘
い
を

精
一
杯
行
っ
た
」
な
ど
、
実

践
的
な
闘
い
や
職
場
問
題
、

今
後
の
闘
う
決
意
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

各
部
答
弁
、
本
部
船
出
副

委
員
長
の
感
想
の
後
、
杉
沢

書
記
長
が
総
括
答
弁
を
行

い
、
小
林
副
委
員
長
の
閉
会

挨
拶
で
大
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

来
賓
で
は
、
本
部
高
原
副

委
員
長
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
静

岡
支
部
矢
沢
委
員
長
、
新
幹

線
地
本
木
藤
組
織
部
長
、
名

古
屋
地
本
今
井
副
委
員
長
、

新
幹
線
関
西
地
本
畑
野
書
記

長
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
鍋
島
会
長
、

鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
加
藤
営
業

担
当
部
長
、
そ
し
て
不
当
逮

捕

年
を
迎
え
た
Ｏ
Ｂ
福
島

40
一
三
さ
ん
が
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

主
な
発
言
は
「
東
海
道
線

で
津
波
避
難
経
路
の
標
識
が

設
置
さ
れ
た
が
、
フ
ェ
ン
ス

が
続
き
脱
出
で
き
な
い
の
は

問
題
だ
」
「
ダ
イ
改
後
、
駅

の
無
人
化
が
進
ん
だ
り
、
ツ

ー
マ
ン
を
ワ
ン
マ
ン
列
車
に

置
き
換
え
た
り
、
乗
務
員
に

対
す
る
労
働
強
化
は
目
に
余

る
」
「
年
休
が
入
ら
ず
、
昨

年
９
月
～
今
年
３
月
ま
で
１

日
も
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
組

合
員
が
い
る
。
一
方
的
休
日

出
勤
も
や
ら
れ
て
い
る
。
し

っ
か
り
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
「
要
求
し
て
い
た
ポ

ケ
ッ
ト
時
刻
表
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
た
」
「
女
性
運

転
士
は
菊
川
乗
泊
に
泊
ま
る

設
備
が
無
く
、
そ
の
し
わ
寄

せ
が
き
て
い
る
」
「
駅
の
無

人
化
に
伴
い
慢
性
的
な
遅
延

が
発
生
し
、
試
験
的
に
派
遣

要
員
で
対
処
し
て
い
る
。
根

本
的
な
改
善
が
必
要
」
な
ど
、

職
場
の
問
題
点
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

各
部
答
弁
の
後
、
本
部
加

藤
調
査
・
サ
ー
ク
ル
部
長
の

感
想
、
渡
辺
書
記
長
が
総
括

答
弁
を
行
い
、
岩
本
副
委
員

長
の
閉
会
挨
拶
で
大
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

相
官
邸
へ
ぶ
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
今
年
３
月
約
４
０
０
名

か
ら
始
ま
っ
た
大
飯
原
発
再

稼
働
反
対
行
動
は
、
回
を
重

ね
ご
と
に
増
え
続
け
、
６
月

日
に
は

万
人
に
及
ん

29

20

だ
。
「
７
・

さ
よ
う
な
ら

16

原
発

万
人
集
会
に
は

万

10

17

人
、
そ
し
て
、
７
月

日
の

29

「
脱
原
発
国
会
包
囲
」
行
動

に
は

万
人
が
参
加
し
た
▼

20

野
田
首
相
は
６
月

日
の

29

20

万
人
の
怒
り
の
声
に
「
大
き

な
音
」
と
言
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東

海
葛
西
会
長
は
「
誰
も
手
を

出
そ
う
と
も
し
な
い
火
中
の

栗
を
土
壇
場
で
拾
っ
た
野
田

首
相
の
責
任
感
は
一
国
の
リ

ー
ダ
ー
に
相
応
し
い
」
と
再

稼
働
さ
せ
た
野
田
首
相
を
絶

賛
し
た
▼
民
主
党
は
「
国
民

生
活
が
第
一
」
と
訴
え
政
権

交
代
を
果
た
し
た
は
ず
だ
。

福
島
原
発
事
故
は
、
そ
の
国

民
生
活
を
奪
っ
た
。
野
田
首

相
と
葛
西
会
長
、
こ
の
ご
両

人
に
は
福
島
の
皆
さ
ん
の
苦

痛
と
怒
り
の
声
を
聞
く
耳
は

な
い
ら
し
い
。
聞
く
の
は
権

力
者
、
大
企
業
、
電
力
会
社
、

「
原
発
再
稼
働
」
の
声
だ
け

だ
▼
夏
本
番
、
連
日
の
猛
暑

日
で
電
力
消
費
量
が
増
え
、

節
電
、
省
エ
ネ
が
叫
ば
れ
て

い
る
。
「
原
発
再
稼
働
」
「
原

発
推
進
」
の
大
合
唱
が
聞
こ

え
て
く
る
。
「
再
稼
働
反

対
！
」
「
全
て
の
原
発
な
く

せ
！
」
の
声
を
は
り
あ
げ
、

原
発
再
稼
働
、
原
発
推
進
と

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！
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新
幹
線
地
本
第
１
８
回
定
期
大
会

静
岡
地
本
第
２
３
回
定
期
大
会

静
岡
地
本
は
７
月

日
、

20

静
岡
労
政
会
館
で
第

回
定

23

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
木
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
議
長
に
曽
布
川

（
静
岡
運
輸
区
分
会
）
代
議

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

山
本
委
員
長
は
「
職
場
の

社
員
の
意
見
を
要
求
と
し
て

上
げ
、
改
善
の
闘
い
を
行
っ

た
。
Ａ
Ｔ
Ｓ
改
善
、
ポ
ケ
ッ

ト
時
刻
表
貸
与
な
ど
の
成
果

を
勝
ち
取
っ
た
。
一
方
的
休

日
出
勤
が
静
岡
の
中
で
も
や

ら
れ
て
き
て
い
る
。
職
場
か

ら
闘
っ
て
い
く
。

歳
以
降

60

の
雇
用
を
守
る
闘
い
で
要
請

行
動
な
ど
全
組
合
員
で
闘
っ

た
。
８
月

日
に
樋
口
篤
三

11

さ
ん
の
忍
ぶ
会
を
開
催
す

る
。
共
闘
の
場
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
大
飯
原
発
再

稼
働
を
め
ぐ
る
葛
西
会
長
の

原
発
推
進
発
言
を
許
さ
な

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。



新
幹
線
関
西
地
本
は
７
月

８
日
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ひ
が
し
よ
ど
が
わ
で
第

回
18

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
久
保
木
副
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
団

に
森
永
（
大
阪
仕
業
検
査
車

両
所
分
会
）
、
中
塩
路
（
大

阪
台
車
検
査
車
両
所
分
会
）

両
代
議
員
を
選
出
し
ま
し

た
。小

林
委
員
長
は
「
６
・
24

朝
鮮
戦
争
反
対
『
吹
田
事
件
』

周
年
記
念
集
会
へ
陸
・
海

60・
空
で
働
く
労
働
者
が
結
集

し
た
。
地
本
と
し
て
も
実
行

委
員
会
に
入
り
、
多
く
の
組

合
員
が
結
集
し
た
。
今
後
も

地
域
連
帯
の
闘
い
の
輪
を
さ

ら
に
拡
大
し
よ
う
。
国
鉄
改

革
か
ら

年
、
松
崎
さ
ん
、

25

柴
田
さ
ん
、
角
岸
さ
ん
、
奥

島
さ
ん
、
立
石
さ
ん
な
ど
、

先
輩
方
が
築
い
て
き
た
労
働

者
と
し
て
の
闘
い
に
学
び
、

そ
の
闘
い
を
発
展
・
継
承
し

て
い
く
た
め
に
奮
闘
し
よ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
中
浜
高
槻

市
議
会
議
長
、
摂
津
人
権
平

和
セ
ン
タ
ー
池
田
議
長
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
労
組
関
西
地
本
小
西

副
委
員
長
、
Ｊ
Ｒ
総
連
萩
原

副
委
員
長
、
本
部
淵
上
委
員

長
、
新
幹
線
地
本
剱
持
執
行

委
員
、
名
古
屋
地
本
山
田
委

員
長
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
中
崎
会

長
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
石
川

営
業
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

主
な
発
言
は
「
行
政
訴
訟

Ｌ
が
最
高
裁
で
勝
利
し
、
謝

罪
文
が
手
交
さ
れ
た
。
会
社

は
謝
罪
文
を
読
み
上
げ
な
か

っ
た
。
そ
の
後
も
職
場
で
ビ

ラ
を
配
布
し
て
い
る
」
「
新

大
阪
駅
引
上
線
の
運
転
時
分

秒
増
を
勝
ち
取
っ
た
。
成

30果
を
確
認
し
た
」
「
一
方
的

休
日
出
勤
は
目
に
見
え
る
闘

い
を
し
よ
う
」
「
掲
示
物
不

当
撤
去
、
団
体
交
渉
拒
否
で

大
阪
府
労
委
に
申
し
立
て

た
。
し
っ
か
り
闘
う
」
「
高

齢
法
の
署
名
で
外
部
の
労
働

組
合
を
訪
問
し
た
。
も
っ
と

横
へ
の
広
が
り
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
会
社

に
言
っ
て
も
解
決
し
な
か
っ

た
職
場
の
問
題
を
、
地
本
に

要
求
と
し
て
上
げ
業
務
委
員

会
を
開
い
て
も
ら
っ
た
」「
組

合
員
に
２
ヶ
月
半
も
の
間
フ

ォ
ロ
ー
と
称
し
て
管
理
者
が

労
働
監
視
し
て
い
る
。
許
さ

な
い
」
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
一
関

支
部
と
交
流
し
、
新
人
事
賃

金
制
度
な
ど
で
意
見
交
換
し

た
」
「
６
月

日
の
台
風
で

19

会
社
は
、
突
風
が
吹
い
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
乗
客
を
全

員
強
制
的
に
降
ろ
す
な
ど
、

安
全
を
無
視
し
た
対
応
を
行

っ
た
。
営
利
優
先
の
姿
勢
は

許
さ
な
い
」
な
ど
、
積
極
的

に
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
答
弁
、
本
部
斉
藤
組

織
担
当
部
長
の
感
想
の
後
、

湊
書
記
長
が
総
括
答
弁
を
行

い
、
康
乗
副
委
員
長
の
閉
会

挨
拶
で
大
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

は
組
合
員
全
員
が
カ
ッ
ト
さ

れ
た
。
絶
対
許
さ
な
い
。
昨

年

月
の
組
織
拡
大
の
成
果

10
を
確
認
し
、
更
な
る
組
織
拡

大
を
実
現
し
よ
う
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

来
賓
で
は
、
本
部
淵
上
委

員
長
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
東
海

地
本
細
川
委
員
長
、
楠
関
ヶ

原
町
議
会
議
員
、
新
幹
線
地

本
成
田
委
員
長
、
静
岡
地
本

山
本
委
員
長
、
新
幹
線
関
西

地
本
山
口
副
委
員
長
、
地
本

Ｏ
Ｂ
会
中
村
事
務
長
、
鉄
道

フ
ァ
ミ
リ
ー
加
藤
営
業
担
当

部
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。主

な
発
言
は
「
職
場
問
題

を
も
っ
と
取
り
上
げ
、
解
決

の
た
め
に
広
め
闘
っ
て
い

く
」
「
労
働
委
員
会
で
は
Ｏ

Ｂ
の
闘
い
か
ら
学
ん
だ
」「
基

地
廃
止
反
対
で
闘
い
抜
い

た
」
「
労
働
委
員
会
の
証
人

に
立
ち
自
信
が
で
き
た
」「
不

当
な
ボ
ー
ナ
ス
・
昇
給
カ
ッ

ト
は
許
さ
な
い
」
「
掲
示
を

活
用
し
た
闘
い
を
展
開
し
て

い
く
」
な
ど
、
実
践
を
踏
ま

え
た
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。各

部
答
弁
、
荻
野
書
記
長

が
総
括
答
弁
を
行
い
、
丹
羽

副
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
で
大

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

７
月

日
、
代
々
木
公
園

16

で
「
さ
よ
う
な
ら
原
発

万
10

人
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
市
民

万
人
が
結
集

17

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
は

名
50

が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総

連
は
独
自
集
会
を
開
催
し
、

「
反
原
発
、
反
核
、
反
戦
」

の
意
思
統
一
を
行
い
ま
し

た
。今

集
会
で
、
「
リ
ニ
ア
新

幹
線
を
考
え
る
東
京
・
神
奈

川
連
絡
会
」
が
ビ
ラ
配
布
行

動
を
展
開
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労

か
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。「
リ

ニ
ア
は
原
発
数
基
分
の
電
力

が
必
要
」
と
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
建
設
中
止
を
求
め
ま

し
た
。

（２）第３２３号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１２年（平成２４年）８月１日

新
幹
線
関
西
地
本
第
１
８
回
定
期
大
会

名
古
屋
地
本
は
７
月
12

日
、
ア
ビ
タ
ン
で
第

回
定

22

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

林
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
り
、
議
長
に
中
森
（
亀

山
分
会
）
代
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

山
田
委
員
長
は
「
三
重
に

お
い
て
、
紀
伊
長
島
駅
の
乗

務
員
配
置
解
消
に
反
対
し
、

全
組
合
員
を
結
集
し
て
闘
っ

名
古
屋
地
本
第
２
２
回
定
期
大
会

た
。
愛
知
県
労
働
委
員
会
の

闘
い
は
証
人
審
問
が
も
う
す

ぐ
終
了
す
る
。
各
地
方
か
ら

も
傍
聴
に
駆
け
つ
け
、
闘
い

が
全
体
化
し
た
。
伊
勢
運
輸

区
や
松
阪
事
業
管
理
所
で
は

掲
示
板
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
掲
示
板
を
獲
得
す
る
た

め
に
闘
っ
て
い
く
。
不
当
ボ

ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
が
再
び
か
け

ら
れ
た
。
特
に
伊
那
松
島
で

さようなら原発10万人集会！

2012年度各地方本部役員

役 職 新 幹 線 静 岡 名 古 屋 新幹線関西

執 行委員 長 成田 隆浩 山本 繁明 山田 哲也 小林 國博

執行副委員長 森谷 孝一 岩本 久 今井 一夫 高岡 肇

〃 小林 正明 秋山 誠 林 和文 山口 敏明

〃 丹羽 成生

書 記 長 杉沢 秀則 渡辺 靖之 荻野 隆一 畑野 浩孝

執 行 委 員 平山 裕一 植松 昌彦 小屋敷治行 山下 博

〃 木藤 純宏 渡辺 正 吉田 隆夫 三田 憲一

〃 田村 浩彰 八木 雅之 越坂 武 山内 道廣

〃 山口 了 半場 弘恭 堀部 肇 熊沢 守

〃 土川 節夫 中西 淳 宮沢 正樹 高田 裕雄

〃 小林 昇 渡辺 和仁 中山 喜弘 多田 一夫

〃 剱持 善昭 御辺 尚久 中園 博喜

〃 伊藤 一也 上田 和宏 原野 豊繁

〃 王丸 恭市

下茂 晴美


